科学の発展と人間の生活
１．主題名　　エネルギー資源・放射線と私たちの生活

２．主題設定の理由

私たちは莫大なエネルギーを消費することによって生活している。国の統計によると、家庭において必要なエネルギーのほぼ半分を電力でまかなっている。電力会社は電力を潤沢に供給したい一方、コストが安く、温室効果ガスである二酸化炭素の排出も少ないという出張によって原子力発電所を次々とつくり、稼働させてきた。原子力発電所は安全だという「神話」によって私たちの危機感覚はマヒさせられていたが、2011年3月11日の東京電力福島第１原子力発電所のメルトダウンによる広範囲な被ばく事故により、その「神話」は崩れ去った。
ここでは、エネルギー資源としての原子力の利用にともなって避けることのできない放射線について学習し、その功罪を考えさせたい。

３．ねらい

放射線の種類や性質、放射性物質について基本的な知識を与え、人工的な放射線と生物の共存の難しさを実感させる。

４．指導計画　　2時間扱い(中学校理科：3年[環境]自然と人間)
５．学習の展開
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	学習活動、主な発問と生徒の反応
	指導上の留意点
	資料

	導

入
	□　私たちは生活のためのエネルギーを何から得ているのだろうか。
　→　電気、灯油、都市ガス(プロパンガス)、ガソリン、乾電池など
○　国内のエネルギー消費量のうち、電力は24％(家庭では51％)を占めているに過ぎない。
	・エネルギーを何に使っているのかについては既習・
・エネルギー問題＝電力問題では無い。
	エネルギー白書(資源エネルギー庁)

	展

開
	□　電力を供給する方法のひとつとして原子力発電所がある。国内の何カ所に何基の原子炉があるのでしょうか。
　→　稼働中は18カ所、51基(2013年3月現在)
　　　建設中・計画中は３カ所4基

□　そのうち、運転されているのは2基だけです。なぜでしょうか？

　→　2011年3月11日の事故以来、定期点検後に再び運転が認められたのが2基。
□　「放射線」や「放射能」という言葉を知っていますか？

○　放射線と放射能

　①主な放射線

　　α線：ヘリウムの原子核(陽子2個と中性子2個)

　　β線：電子
　　宇宙線：宇宙からやってくる高エネルギー粒子。透過力が強い

　　γ線：電磁波の一種、エネルギーが大きい

　　X線：γ線と同じ

　②検出器(フィルムバッジ、GM管、半導体検出器など)
　　フィルムバッジ：放射線を扱う人が胸に着けている。受けた放射線エネルギーの総量が分かる。
　　GM管：管に入った放射線の数が分かる。
　　半導体検出器：検出器に入った放射線の数とそれぞれのエネルギーの大きさが分かる。

　③単位(Bｑ、Gｒ、Sｖ)
　　Bｑ(ベクレル)：1秒間に1故の原子核が壊れて出す放射線の量
　　Gｒ(グレイ)：1㎏の物質に吸収されて1Ｊのエネルギーを与える放射線の量

　　Ｓｖ(シーベルト)：人体に吸収された放射線の人体への影響の大きさ。放射線の種類によって生物の体への影響力が違うので、それを考慮してある。

○　放射性物質(放射能をもつ物質)

　①天然放射性物質→地下資源などとして存在する。放射線の影響は受けるが、食品中の物は生体内で一定の量になるように代謝されてきた。
・カリウム40、炭素14など
②人工放射性物質→強い放射能・猛毒のものが多い。体内に入ると農畜・蓄積されるものが多い。
・コバルト60、ヨウ素131、セシウム134、セシウム137、ストロンチウム90、プルトニウム238、プルトニウム239など
	・広島県に近いのは四国電力伊方発電所の3基(202.2万KW)と中国電力島根原子力発電所の2基(128万KW)
・2013年3月現在運転中は大飯発電所の2基だけ。

・実物があれば使ってみる。

・可能なら霧箱で放射線の軌跡を観察させる。この場合は3時間扱い。
	

	ま

と

め
	○　エネルギー問題は電力問題と思わされているが、それだけでははい。
○　自然界にも放射性物質は存在するが、食品中に存在する放射性物質は代謝されてきた。
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	学習活動、主な発問と生徒の反応
	指導上の留意点
	資料

	導

入
	□　｢被ばく｣という言葉を知っていますか？

　→　体が放射線をあび、細胞に悪影響を与える事。ジャガイモを被ばくさせてＤＮＡを破壊し、発芽させないようにする処理も行われている。
	・ジャガイモが放射線を持つ事は無いが、食品としてはどんなものか。
	JAしほろコバルト照射センターでの例

	展

開
	□　原子爆弾以後、日本国内で放射線によって命を奪われた人はいるのだろうか？

○　放射能による汚染と被ばく

　①天然放射性物質による被ばくは国内では平均1.4ｍSv/ｙだった。(外部被ばく：内部被ばく≒1:2)

　②国内では、1945年のヒロシマ・ナガサキの原子爆弾による被爆以降、一般の人が意識せずに人工放射線で被ばくすることは無かった。1999年、東海村JCO事故では、処理にかかわった人も含めて112名が1ｍSv/ｙ以上の被爆をし、16～20Sｖの被ばくで2名が死亡した。
　③福島第1原子力発電所の事故処理では、甲状腺の局所被ばくが100ｍSvを超えた作業員が178人、そのうち10,000Sｖを超えた作業員が2人確認された。

　④天然放射性物質による被ばくと医療目的の被ばく以外の被ばくは、一般の人で1ｍSv/ｙが限度とされていた。2013年3月現在、福島県東部で空間線量2ｍSv/ｙ程度、所によっては250ｍSv/ｙを超える地域もある。

　⑤1986年に起きたチェルノブイリ原子力発電所の事故では、消防士も含め多くの人々が被ばくした。現在でもおよそ半径30㎞以内は住むことが禁止されている。

　・福島第1原子力発電所の事故を受け、ドイツは原子力発電所の廃止を決めた。
□　原子力発電所は事故が起こったら取り返しがつかないのに、次々とつくられてきたのはなぜだろうか？

　→　たくさんの税金が注がれ、電力料金にも無条件で転嫁できるしくみがあり、電力会社は決して損をしない仕組みになっている。
□　放射線は私たちの役に立つことにも使われているのだが、いったい何に使われているか分かりますか？

○　放射線の利用

　①放射線は医療や産業で積極的に利用されている。
　・原子の結びつきを変える

　　→　ゴムやプラスチックの性能向上など

　・透過力が強い

　　→　工業製品の非破壊検査、体内のＸ線検査など
　・放射線にはデメリットがあるので、病気の発見や治療には、病気の被害とのバランスを考えて使われている。
	・200ｍSv以下の放射線量では、喫煙・飲酒その他の影響に隠れて放射線の影響だけを区別することが難しい。
・国外では第五福竜丸の例もある。その後も含めアメリカの水爆実験により数百隻の漁船が被ばくしたといわれる。

・社会科での扱いになるので、軽い扱いで良い。

・原子力発電所がある市町村には20年間で総額893億円の交付金が支払われる。その後の収入を確保するにはどうするか？
→次の発電所を誘致する(原発銀座)
	→図「急性の放射線影響」
→図「フクシマとチェルノブイリの比較」

	ま

と

め
	○　自然界にも放射性物質は存在するが、そのほとんどは体内に蓄積されず、害は限定的だった。
○　被ばく事故によってばらまかれる人工放射性物質は体内に蓄積されるものが多く、毒性も強い。
○　放射線は産業や医療にも利用されているが、害を承知の上で必要最小限の使用にとどめている。
	
	


急性の放射線影響　http://kangenkon.org/shiraberu/houshasen/img/main15_01.gif
フクシマとチェルノブイリの比較　http://kipuka.blog70.fc2.com/blog-entry-565.html
